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■
市
民
ま
ち
づ
く
り
会
議
市
民
委
員

a
任
期
…　

月
１
日
～
平
成　

年
９

１０

２８

月　

日
d
市
民
提
案
の
ま
ち
づ
く
り

３０
計
画
の
認
定
、
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

の
認
定
、
都
市
計
画
に
関
す
る
提
案

な
ど
の
認
定
、
大
規
模
開
発
事
業
の

土
地
利
用
構
想
に
対
す
る
助
言
ま
た

は
指
導
に
関
す
る
事
項
、
ま
ち
づ
く

り
に
貢
献
し
た
方
に
対
す
る
表
彰
な

ど

f　

歳
以
上
で
市
内
に
１
年
以
上
住

２０
民
登
録
さ
れ
て
い
る
方
※
他
の
審
議

会
な
ど
の
委
員
を
除
く
g
３
人
k
６

月　

日
㈪
（
消
印
有
効
）
ま
で
に
郵

２３
送
。
小
論
文
「
今
後
の
日
野
市
の
ま

ち
づ
く
り
に
つ
い
て
、
応
募
理
由
、

抱
負
」（　

～
１
千　

字
）、
住
所
、

６００

２００

氏
名
、
年
齢
、
生
年
月
日
、
性
別
、

職
業
、
居
住
年
数
、
電
話
番
号
を
記

入
※
提
出
さ
れ
た
書
類
お
よ
び
小
論

文
は
返
却
不
可
l
〒　

們
８
６
８
６

１９１

日
野
市
役
所
３
階
都
市
計
画
課

 
■
日
野
市
奨
学
生
（
高
校
生
） 

d
奨
学
金
…
月
額
１
万
円
f
次
の
全

て
に
該
当
す
る
方
①
高
等
学
校
な
ど

に
在
学
し
、
学
習
意
欲
が
あ
り
、
生

活
態
度
が
健
全
②
本
人
と
保
護
者
が

平
成　

年　

月
１
日
か
ら
市
内
に
居

２５

１０

住
③
他
の
奨
学
金
の
給
付
を
受
け
て

い
な
い
④
保
護
者
の
所
得
合
計
額
が

制
限
以
下
⑤
日
野
市
奨
学
金
選
考
基

準
に
該
当
す
る
g　

人
j
前
年
度
の

５０

奨
学
生
も
改
め
て
申
請
が
必
要
k
６

月　

日
㈫
～　

日
㈪
に
申
請
書
（
６

１０

３０

月
２
日
㈪
か
ら
市
役
所
５
階
庶
務
課

で
配
布
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）、
奨
学
生
推
薦
書

（
１
年
生
は
在
学
証
明
書
も
必
要
）、

世
帯
全
部
の
住
民
票
、
本
人
の
父
母

そ
れ
ぞ
れ
の
平
成　

年
度
課
税
（
非

２６

課
税
）
証
明
書
な
ど
を
高
校
生
本
人

募　

集

募　

集

募　

集

教　

育

教　

育

教　

育

が
持
参
※
申
請
書
の
配
布
・
受
け
付

け
は
、
月
曜
～
金
曜
日
お
よ
び
６
月

　

日
㈯
・　

日
㈯
l
庶
務
課

２１

２８

 
■
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
や
ま
ば

と
か
ら 

▼
活
動
体
験
会
～
手
芸
・
編
み
物

a
６
月　

日
㈮
午
前
９
時　

分
～　

２０

３０

１１

時　

分
h　

円
程
度（
材
料
費
）
j
送

３０

１００

迎
あ
り
※
６
月　

日
㈮
ま
で
に
申
し

１３

込
み

▼
映
画
鑑
賞
会
「
借
り
ぐ
ら
し
の
ア

リ
エ
ッ
テ
ィ
」

a
７
月
４
日
㈮
午
前
９
時　

分
～　

３０

１１

時　

分
１０

　

い
ず
れ
も
f
身
体
・
知
的
障
害
の

あ
る　

～　

歳
の
市
内
在
住
者
（
車

１８

６４

い
す
可
）
b
l
同
セ
ン
タ
ー
（
緯　
５８２

・
３
４
０
０
）

 
■
平
成　

年
度
市
・
都
民
税
税
額
決

２６

定
・
納
税
通
知
書
を
発
送
し
ま
す 

　

６
月
５
日
㈭
に
発
送
を
予
定
し
て

い
ま
す
。
な
お
、
給
与
か
ら
の
特
別

徴
収
の
方
は
、
５
月
上
旬
に
勤
務
先

へ
税
額
決
定
通
知
書
を
発
送
し
て
い

ま
す
。

l
市
民
税
課

 
■　

歳
ま
で
の
看
護
師
・
薬
剤
師
募

６５
集
～
土
曜
・
日
曜
日
、
祝
日
の
午
前

中
だ
け
市
立
病
院
で
働
き
ま
せ
ん
か 

a
土
曜
・
日
曜
日
、
祝
日
の
午
前
８

時　

分
～　

時　

分
※
平
日
に
つ
い

３０

１１

３０

て
は
問
い
合
わ
せ
を
d
院
内
に
お
け

る
注
射
薬
の
ミ
キ
シ
ン
グ
f　

歳
ま

６５

で
の
看
護
師
・
薬
剤
師
の
免
許
保
有

者
g
若
干
人
h
時
給
２
千　

円
j
面

４００

接
あ
り

k
履
歴
書
、
資
格
認
定
書
（
写
）

を
持
参
か
郵
送
l
〒　

們
０
０
６
２

１９１

福　

祉

福　

祉

福　

祉

税　

金

税　

金

税　

金

働　

く

働　

く

働　

く

多
摩
平
４
の
３
の
１
市
立
病
院
（
緯

　

・
２
６
７
７
）

５８１■
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
入
会
案

内
説
明
会 

a
６
月
６
日
㈮
午
前　

時
か
ら
b
生

１０

活
・
保
健
セ
ン
タ
ー
d
事
業
紹
介
、

概
要
説
明
f　

歳
以
上
の
方
※
清

６０

掃
、
家
事
援
助
の
仕
事
に
興
味
の
あ

る
方
歓
迎
l
日
野
市
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
（
緯　

・
８
１
７
１
）

５８１

■
高
年
齢
者
無
料
職
業
紹
介
所
～
し

ご
と
サ
ポ
ー
ト
ひ
の 

　
「
し
ご
と
サ
ポ
ー
ト
ひ
の
」
は
、
働

く
意
欲
の
あ
る
お
お
む
ね　

歳
以
上

５５

の
方
の
能
力
や
経
験
、
知
識
を
生
か

し
た
雇
用
・
就
業
の
支
援
を
行
っ
て

い
る
無
料
職
業
紹
介
所
で
す
。

　

就
業
を
希
望
す
る
方
や
雇
用
を
希

望
さ
れ
る
企
業
の
方
々
に
身
近
で
き

め
細
や
か
な
支
援
を
行
っ
て
い
ま

す
。
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

a
月
曜
～
金
曜
日
午
前
９
時
～
午
後

４
時　

分
※
祝
日
、
年
末
年
始
を
除

３０

く
b
生
活
・
保
健
セ
ン
タ
ー
l
日
野

市
社
会
福
祉
協
議
会
し
ご
と
サ
ポ
ー

ト
ひ
の
（
緯　

・
９
５
１
７
）

５８６

■
あ
さ
ひ
が
お
か
保
育
園
臨
時
職
員

募
集 

a
７
月
１
日
～
平
成　

年
３
月　

日

２７

３１

の
月
曜
～
土
曜
日
の
う
ち
週
４
日
程

度
、
午
前
７
時
～
９
時　

分
の
う
ち

３０

２
時
間
と
午
後
４
時
～
７
時
の
う
ち

２
時
間
の
計
４
時
間
※
開
始
日
は
応

相
談
b
同
園
d
朝
夕
保
育
補
助
h
時

給
１
千　

円
※
交
通
費
支
給
、
有
給

８０

休
暇
あ
り

k
電
話
で
申
し
込
み
後
、
履

歴
書
を
市
役
所
２
階
保
育
課
へ
持
参

l
保
育
課

■
健
康
課
臨
時
職
員
募
集 

a
平
成　

年
３
月　

日
ま
で
d
産
休

２７

３１

・
育
休
代
替
業
務
f
保
健
師
の
資
格

所
有
者
g
１
人
h
時
給
１
千　

円
※

８００

交
通
費
支
給
k
６
月　

日
㈮
ま
で
に

２７

履
歴
書
（
写
真
貼
付
）
お
よ
び
資
格

証
の
写
し
を
郵
送
ま
た
は
持
参
l
〒

　

們
０
０
１
１
日
野
本
町
１
の
６
の

１９１

２
生
活
・
保
健
セ
ン
タ
ー
内
健
康
課

（
緯　

・
４
１
１
１
）

５８１

■
ナ
イ
ス
ワ
ー
ク
高
幡
で
仕
事
探
し

　

ナ
イ
ス
ワ
ー
ク
高
幡
は
、
市
と
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
八
王
子
が
共
同
運
営
す

る
職
業
相
談
室
で
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

と
同
じ
求
人
情
報
を
閲
覧
で
き
ま

す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

a
利
用
時
間
…
月
曜
～
金
曜
日
午
前

９
時
～
午
後
５
時
※
祝
日
、
年
末
年

始
を
除
く
b
福
祉
支
援
セ
ン
タ
ー
l

ナ
イ
ス
ワ
ー
ク
高
幡
（
緯　

・
５
９

５９３

９
１
）

■
し
ご
と
セ
ン
タ
ー
多
摩
就
業
支
援

▼
全
年
齢
対
象
～
合
同
就
職
面
接
会

・
面
接
直
前
対
策
セ
ミ
ナ
ー
、
プ
ラ

ス
ワ
ン
セ
ミ
ナ
ー
「
ビ
ジ
ネ
ス
力
Ｕ

Ｐ
職
場
で
い
き
い
き
と
働
く
た
め
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
学
ぶ
」
▼

　

歳
以
下
対
象
～
内
定
へ
の
近
道
！

３４就
活
基
本
セ
ミ
ナ
ー
▼　

～　

歳
対

３０

５４

象
「
す
ぐ
に
役
立
つ
！
応
募
書
類
・

面
接
対
策
講
座
」
▼　

歳
以
上
対
象

５５

～
働
き
方
の
可
能
性
を
考
え
る
シ
ニ

ア
の
再
就
職
対
策
講
座
、
高
齢
者
の

た
め
の
就
職
支
援
講
習
▼　

～　

歳

３０

４４

対
象
「
就
活
ワ
ー
ク
ト
レ
イ
ン
多
摩

～
ス
タ
ー
ト
コ
ー
ス
・
ア
ク
セ
ル
コ

ー
ス
｣
▼
大
学
院
、
大
学
、
短
大
、

専
門
学
校
の
学
生
お
よ
び
既
卒
３
年

以
内
の
方
の
保
護
者
対
象
～
セ
ミ
ナ

ー
「
今
、
親
と
し
て
で
き
る
こ
と
」

　

い
ず
れ
も
l
東
京
し
ご
と
セ
ン
タ

ー
多
摩
（
緯　

・　

・
４
５
２
４
）

０４２

３２９

※
「
高
齢
者
の
た
め
の
就
職
支
援
講

習
」の
み
東
京
し
ご
と
セ
ン
タ
ー（
緯

　

・
５
２
１
１
・
２
３
２
７
）
へ

０３
 

■
６
月
は
就
職
差
別
解
消
促
進
月
間

▼
人
権
問
題
啓
発
映
画
会
…
a
６
月

　

日
㈫
午
後
１
時　

分
～
４
時　

分

１０

３０

２０

b
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
（
台
東
区
）

d
「
み
ん
な
で
語
ろ
う
！
公
正
な
採

用
選
考
」「
ヒ
ー
ロ
ー
」「
逃
げ
遅
れ

告
知
板

告
知
板

告
知
板

る
人
々
～
東
日
本
大
震
災
と
障
害

者
」
g　

人
k
電
話
l
㈶
東
京
都
人

３００

権
啓
発
セ
ン
タ
ー
（
緯　

・
３
８
７

０３

６
・
５
３
７
２
）

▼
講
演
と
映
画
の
集
い
…
a
６
月　
２７

日
㈮
午
後
２
時
～
４
時　

分
b
新
宿

３０

文
化
セ
ン
タ
ー
※
直
接
会
場
へ
d
菱

山
謙
二
氏
（
筑
波
大
学
名
誉
教
授
）

講
演
「
Ｃ
Ｓ
Ｒ
と
人
権
」、
映
画
「
そ

れ
ぞ
れ
の
立
場
～
そ
れ
ぞ
れ
の
き
も

ち
～
職
場
の
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
（
多

様
性
）
と
人
権
」
g
先
着
１
千
人
l

産
業
労
働
局
雇
用
就
業
部
（
緯　

・
０３

５
３
２
０
・
４
６
４
９
）

■
普
通
救
命
講
習
の
ご
案
内 

a
６
月　

日
㈰
午
前
９
時
～
正
午
b

２２

日
野
消
防
署
d
心
肺
蘇
生
、
Ａ
Ｅ
Ｄ

の
使
用
方
法
、
窒
息
の
手
当
、
止
血

の
方
法
な
ど

g
先
着　

人
h
１
千　

円

１０

４００

（
テ
キ
ス
ト
代
）
l
日
野
消
防
署（
緯

　

・
０
１
１
９
）

５８１■
多
摩
パ
ブ
リ
ッ
ク
法
律
事
務
所
創

立
６
周
年
記
念
無
料
法
律
相
談
会 

a
６
月　

日
㈯
午
前　

時
～
午
後
４

２８

１０

時
b
多
摩
パ
ブ
リ
ッ
ク
法
律
事
務
所

（
立
川
市
）
d
不
動
産
、
相
続
、
離

婚
、
成
年
後
見
な
ど

g　

人
k
６
月
９

４８

日
㈪
か
ら
電
話
l
同
法
律
事
務
所

（
緯　
・　

・
２
４
５
０
月
曜
～
金
曜

０４２
５４８

日
）、
市
市
長
公
室
市
民
相
談
担
当

■
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
、
太
陽
熱

利
用
シ
ス
テ
ム
・
高
効
率
給
湯
機
器

へ
の
補
助
を
実
施 

　

省
エ
ネ
住
宅
お
よ
び
設
備
の
普
及

の
た
め
、
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
、

太
陽
熱
利
用
シ
ス
テ
ム
・
高
効
率
給

湯
機
器
へ
の
補
助
を
今
年
度
も
実
施

し
ま
す
。

　

実
施
時
期
・
内
容
な
ど
は
、
決
定

次
第
改
め
て
広
報
ひ
の
や
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

l
環
境
保
全
課

 
■
市
長
の
動
き
（
５
月
前
半
） 

［
７
日
］
東
京
都
四
市
競
艇
事
業
組

合
理
事
会
・
臨
時
会
、
東
京
都
十
一

市
競
輪
事
業
組
合
理
事
会
・
臨
時
会

［
９
日
］
日
赤
奉
仕
団
総
会
［　

日
］

１１

歳
の
鬼
あ
し
マ
ラ
ソ
ン
開
会
式
、
ひ

の
新
選
組
ま
つ
り
開
会
式
・
オ
ー
プ

ニ
ン
グ
パ
レ
ー
ド
［　

日
］
全
国
市

１４

長
会
関
東
支
部
総
会
、
手
話
講
習
会

開
講
式
［　

日
］
男
女
平
等
推
進
委

１５

員
委
嘱
状
交
付
式

l
市
長
公
室
秘
書
担
当

報　

告

報　

告

報　

告

第５次基本構想・基本計画「２０２０プラン」
中間検証のための市民協働チーム員を募集

　市では、平成２３年に策定された基本構想・基本計画
「２０２０プラン」の７つのまちづくりの柱に沿って事業
を展開してきました。策定から３年が経過した現在、
策定時と同様に市民協働チームを組織し、プランの進
捗状況を確認するとともに、課題・問題点を抽出しな
がら社会情勢の変化に応じた今後の方向性を検討して
いきます。
　なお、市民協働チームは、公募市民、個別計画の策
定・推進に関わっている市民、市職員で構成し、まち
づくりの柱ごと検討する予定です。
　皆さまの貴重なご意見を、ぜひお聞かせください。

l企画調整課
▶２０２０プランとは
　市における最上位計画です。まちづくりを
地域全体で、市と協働で実現を目指す計画と
なっています。市の将来都市像を実現するた
めに７つのまちづくりの柱が設定されていま
す。
　●まちづくりの柱
　　１　参画と協働のまち
　　２　子供が輝くまち
　　３　健やかでともに支えあうまち
　　４　日野人・日野文化を育てるまち
　　５　自然と調和した環境に優しいまち
　　６　安全で安心して暮らせるまち
　　７　地域の魅力を活かした活力あるまち

▶市民協働チームの募集
　●期間…７月上旬～平成２７年３月末

（予定）
　●対象…市内在住・在勤・在学者
　●定員…１５人程度（まちづくりの柱に

つき２・３人）※申込多数の場合は、
作文などで選考

　●申込方法…６月１６日㈪（必着）まで
に郵送またはＥメールで。作文「関
心のあるまちづくりの柱およびその
柱を選択した理由」（４００字以内）、住
所、氏名、電話番号を記入

　●申込先…〒１９１－８６８６日野市役所企
画調整課「２０２０プラン」係（死kikaku

　　@city.hino.lg.jp）


